
今後の対処方針

１ 「高病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染病防疫指針」

に基づき、当該農場の飼養家きんの殺処分及び焼埋却、移動制

限区域の設定等の必要な防疫措置を迅速かつ的確に実施。

２ 移動制限区域内の農場について、速やかに発生状況確認検査を

実施。

３ 感染拡大防止のため、発生農場周辺の消毒を強化し、主要道に

消毒ポイントを設置。

４ 県との的確な連携を図るため、政務３役が県と密接に連絡をと

る。（現地派遣又は電話連絡）。

５ 感染状況、感染経路等を正確に把握し、的確な防疫方針の検討

を行えるようにするため、農林水産省の専門家を現地に派遣。

６ 殺処分・焼埋却等の防疫措置を支援するため、動物検疫所から

「緊急支援チーム」を派遣。

７ 感染経路等の究明のため、疫学調査チームを派遣。

８ 全都道府県に対し、本病の早期発見及び早期通報の徹底を通知。

９ 関係府省と十分連携を図りつつ、生産者、消費者、流通業者等

への正確な情報の提供に努める。


